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を
失
っ
た「
主
要
農
作
物
」を
前
提
に
立
論

し
た
た
め
、
生
産
現
場
の
実
態
と
の
齟
齬

が
目
立
つ
。
次
の
７
項
目
で
構
成
さ
れ
、

④
～
⑥
は
旧
条
例
を
踏
襲
し
た
。

①
条
例
の
目
的

②
道
、
種
子
生
産
者
お
よ
び
関
係
機
関
・

団
体
の
責
務
な
ど

③
優
良
な
品
種
の
選
定
、
道
優
良
品
種
認

定
審
議
会
の
設
置
、
知
的
財
産
の
保
護

④
種
子
計
画
の
策
定

⑤
原
種
お
よ
び
原
原
種
の
生
産

⑥
ほ
場
審
査
お
よ
び
生
産
物
審
査
の
実
施

⑦
財
政
上
の
措
置

　

同
審
議
会
は
こ
の
日
、
主
要
農
作
物

種
子
生
産
部
会（
以
下
、
生
産
部
会
と
略
。

委
員
８
人
）を
新
設
し
、「
骨
子
案
」を
め
ぐ

る
意
見
交
換
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

「
北
海
道
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ビ
ー
ト
な

ど
日
本
を
代
表
す
る
農
産
物
が
あ
る
が
、

骨
子
案
に
入
っ
て
い
な
い
。
３
品
だ
け
で

な
く
、（
小
豆
や
菜
豆
な
ど
）雑
豆
を
含
め

て
条
例
に
き
ち
ん
と
謳
っ
て
ほ
し
い
」

　

と
、
北
海
道
Ｊ
Ａ
中
央
会
の
小
野
寺
俊

幸
副
会
長
が
語
気
を
強
め
た
。
さ
ら
に
、

「
３
品
目
以
外
に
も
特
徴
的
な
作
物
が
あ

る
。
そ
れ
ら
を
含
め
る
と
幅
を
持
っ
た
条

例
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
」（
貴
島
祐

治
・
北
大
大
学
院
教
授
）、「
我
々
は
雑
豆

や
ソ
バ
も
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
条
例

に
含
め
て
ほ
し
い
」（
今
井
政
行
・
北
海
道

農
産
物
集
荷
協
同
組
合
事
務
局
長
）

　

と
、
同
調
す
る
声
が
続
い
た
。

　

農
作
物
に
は
、
育
種（
品
種
改
良
）か
ら

種
子
生
産
、
販
売
に
至
る
過
程
が
あ
る
な

か
で
、「
骨
子
案
」は
条
例
の
対
象
を“
種
子

生
産
”に
限
定
し
た
。
そ
の
た
め
、

「
経
済
だ
け
で
考
え
て
い
る
が
、
道
民
が

農
産
物
を
求
め
な
け
れ
ば（
条
例
が
）暴
走

し
て
し
ま
う
。
女
性
や
消
費
者
も
入
り

（
種
子
関
連
の
）審
査
を
し
て
ほ
し
い
」（
吉

村
俊
子
・
道
指
導
農
業
士
会
顧
問
）

「
こ
の
案
に
は
消
費
者
目
線
が
入
っ
て
い

な
い
。（
消
費
者
に
人
気
が
あ
る
）ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
や
リ
ン
ゴ
、
ア
ス
パ
ラ
な
ど
も

盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
」（
川
端
美
枝
・
㈲

フ
ー
ド
ア
ト
ラ
ス
代
表
取
締
役
）

　

と
い
っ
た
、
消
費
者
目
線
に
沿
っ
た
条

例
づ
く
り
を
求
め
る
声
も
相
次
い
だ
。

　

遺
伝
子
組
み
換
え（
Ｇ
Ｍ
）作
物
を
手
が

け
る
多
国
籍
企
業
な
ど
へ
の
種
子
や
種
子

情
報
の
流
出
を
危
惧
す
る
声
も
強
い
。
大

西
晃
靖
・
北
海
道
米
麦
改
良
協
会
専
務
理

事
は
、「
企
業
の
ロ
ビ
ー
活
動
や
在
日
外
国

商
工
会
議
所
か
ら
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
影

響
が
出
て
く
る
と
心
配
す
る
人
も
い
る
。

そ
う
し
た
こ
と
が
出
来
な
い
条
例
に
な
れ

ば
幸
い
だ
」と
述
べ
て
い
た
。

　

条
例
制
定
を
め
ぐ
る
最
大
の
焦
点
は
、

対
象
品
目
を
広
げ
る
な
か
で
、
北
海
道
ら

し
い「
農
と
食
」の
実
態
を
反
映
さ
せ
た
中

身
に
出
来
る
か
ど
う
か
だ
ろ
う
。

　

今
回
示
さ
れ
た
の
は「
主
要
農
作
物
の

種
子
生
産
に
関
す
る
条
例（
仮
称
）骨
子

案
」で
あ
る
。
し
か
し
、
廃
止
さ
れ
た
法

律
の
主
要
農
作
物（
稲
・
麦
類
・
大
豆
の

３
品
目
）と
、
骨
子
案
の
そ
れ
は
同
じ
定

義
な
の
だ
ろ
う
か
。
同
じ
と
す
れ
ば
、
麦

茶
向
け
な
ど
に
使
わ
れ
る
、
道
内
で
栽
培

し
て
い
な
い「
は
だ
か
麦
」を
条
例
の
対
象

作
物
と
す
る
根
拠
が
分
か
ら
な
い
。

　

掲
載
し
た
図
は
、
主
要
農
作
物
な
ど

の
作
付
面
積（
２
０
１
６
年
産
）を
ま
と

め
た
配
布
資
料
で
あ
る
。「
そ
の
他
」に
は

ルポライター
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「種子法」廃止と北海道農業の行方（その５）

～道条例の「骨子案」に意見噴出～
高
橋
は
る
み
知
事
が
第
２
回
定
例
道
議
会
で
、
種
子
法
の
廃

止
を
受
け
て
新
た
な
道
条
例
の
制
定
を
表
明
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
関
係
団
体
か
ら
の
意
見
聴
取
や
道
の
審
議
会
で
の
議

論
な
ど
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
し
か
し
、
道
農
政
部
が

示
し
た
条
例
の「
骨
子
案
」は
対
象
作
物
を
従
来
の
３
品
目

（
稲
・
麦
類
・
大
豆
）に
限
定
し
て
お
り
、
生
産
現
場
の
実
態

や
消
費
者
意
識
と
の
乖
離
が
目
立
つ
。
道
が
認
定
し
て
き
た

「
優
良
品
種
」の
位
置
づ
け
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
道
民
が
不
安

視
す
る
多
国
籍
企
業
な
ど
へ
の
種
子
や
種
子
情
報
の
流
出
防

止
も
曖
昧
で
あ
る
。
審
議
会
の
委
員
か
ら
も「
対
象
品
目
を
広

げ
る
べ
き
だ
」「
消
費
者
目
線
が
感
じ
ら
れ
な
い
」な
ど
の
声
が

相
次
ぐ
。
今
こ
そ
、「
優
良
品
種
」を
軸
に
対
象
品
目
を
拡
大
し
、

北
海
道
ら
し
さ
を
打
ち
出
し
た
条
例
を
制
定
す
べ
き
だ
。

　

道
は
８
月
29
日
、
札
幌
市
内
で
開
い
た

北
海
道
農
業
・
農
村
振
興
審
議
会（
会
長

＝
柳
村
俊
介
北
大
大
学
院
教
授
・
農
業
経

済
学
。
委
員
15
人
）の
席
上
、
種
子
法
廃

止
後
の
種
子
生
産
の
あ
り
方
な
ど
を
盛
っ

た
、
新
た
な
条
例
の
骨
子
案
を
示
し
た
。

　

７
月
４
日
の
道
議
会
で
高
橋
は
る
み
知

事
は
、
他
県
の
後
塵
を
拝
す
る
形
で「
種

子
条
例
」の
制
定
方
針
を
表
明
。
こ
の
審

議
会
や
議
会
の
議
論
、
関
係
団
体
や
道
民

の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
現
時
点
で
は
来

年
２
月
か
ら
の
第
１
回
定
例
道
議
会
で
条

例
を
制
定
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
描
く
。

「
骨
子
案
」の
対
象
作
物
は
、
稲
・
麦
類
・

大
豆
の
３
品
目
の
み
で
あ
る
。
法
的
根
拠

３
品
目
に
限
定
の「
骨
子
案
」に

審
議
会
委
員
か
ら
異
論
相
次
ぐ

▲高橋知事が条例制定の意向を表明した第２回定例
道議会の一場面

◀種子事業の要になっている中央農試遺伝資源部の
施設。建物の老朽化や火災のリスクなどの課題を抱
える

優
良
品
種
を
軸
に
対
象
品
目
を
広
げ
て

生
産
者
活
か
す
北
海
道
ら
し
い
条
例
を

「種子条例」をめぐる議論が北海道農業・農村振興審議会で始まった。第１回目は条例の「骨子案」が示されたが、廃止された種子法が対象に
していた稲・麦類・大豆の３品目を前提にした中身に、「品目を増やし、北海道らしさを！」などの意見が相次いだ（８月 29日、札幌市内で）

優
良
品
種
と「
骨
子
案
」に
齟
齬

作
付
面
積
デ
ー
タ
に“
捏
造
”も
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て
い
る
。
今
年
の
作
付
比
率
は「
黒
千
石
」

40
％
に
対
し
、「
竜
系
３
号
」60
％
。
栃
木

県
の
納
豆
メ
ー
カ
ー
に
前
者
を
全
量
、
そ

れ
以
外
の
業
者
に
は
新
品
種
を
納
入
す
る
。

倉
庫
や
調
整
作
業
を
区
別
す
る
な
ど
混
入

回
避
に
努
め
て
き
た
。

　

②
弁
理
士
や
道
環
境
生
活
部
か
ら
も
、

「
竜
系
３
号
」を
原
料
し
た
商
品
に「
黒
千

石
」と
表
示
し
て
販
売
で
き
る
、
と
の
見

解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

③
新
品
種
に
つ
い
て
利
用
業
者
に
説
明

し
て
い
る
が
、
紛
ら
わ
し
い
表
示
が
な
い

と
は
い
え
ず
、
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
に

し
た
い
。
消
費
者
に
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ネ
ッ
ト
な
ど
で
新
品
種
と
告
知
し
て
い
る
。

　

同
組
合
が
混
入
防
止
の
た
め
に
一
定
の

努
力
を
し
て
い
る
姿
勢
は
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
店
頭
の
商
品
を
見
て
、「
こ
れ

は
新
品
種『
竜
系
３
号
』の
商
品
だ
」と
思

う
人
は
ご
く
少
な
い
。「
黒
千
石
ブ
ラ
ン

ド
」に
あ
や
か
り
た
い
業
者
も
い
る
。

　

区
別
し
て
栽
培
・
出
荷
し
て
も
、
消
費

者
が
元
祖「
黒
千
石
」と
思
っ
て
購
入
す
れ

ば
、
結
果
と
し
て
欺
く
こ
と
に
な
ら
な
い

の
か
…
…
。
そ
ん
な
疑
問
は
残
る
。

　

※
先
月
号
の
記
事
中
、「
竜
系
３
号
」の

開
発
者
の
名
前
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は「
三
分
一 

敬
さ
ん
」で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

の
維
持
に
協
力
し
、
そ
の
保
護
や
優
良
品

種
の
指
定
な
ど
に
努
め
る

⑦
自
家
採
種
や
種
子
の
保
存
・
交
換
な
ど

農
家
の
権
利
を
保
護
す
る

⑧
種
子
生
産
な
ど
に
必
要
な
財
政
上
の
措

置
と
人
員
配
置
を
図
る

⑨「
北
海
道
食
の
安
全
・
安
心
条
例
」の
趣

旨
に
合
致
し
な
い
新
た
な
種
子
の
開
発
や

生
産
、
普
及
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
そ

の
保
護
と
流
出
防
止
措
置
を
講
じ
る

　

同
会
か
ら
要
請
を
受
け
た
、
十
勝
の
畑

作
農
家
出
身
の
大
谷
・
道
議
会
議
長
は
、

１
９
８
４
年
の
大
冷
害
時
に
小
豆
の
新
品

種
が
高
収
量
を
上
げ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
つ
つ
、
こ
ん
な
思
い
を
語
っ
た
。

「（
国
の
）規
制
改
革
推
進
会
議
の
意
向
で

種
子
法
を
廃
止
し
て
し
ま
っ
た
の
は
遺
憾

だ
。
生
産
者
が
委
員
会
に
入
っ
て
議
論

を
進
め
れ
ば
、
あ
ん
な
結
論
に
は
な
ら

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
メ

ジ
ャ
ー
が（
種
子
に
）触
手
を
伸
ば
そ
う
と

す
る
な
か
、
日
本
で
は
ま
だ
関
心
が
薄
い
。

皆
さ
ん
の
要
望
を
条
例
に
反
映
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

　

同
会
の
条
例
案
と
要
望
書
は
、
北
海
道

内
の
全
農
協
や
種
子
関
連
団
体
、
道
農

業
・
農
村
振
興
審
議
会
の
委
員
ら
に
も
送

付
さ
れ
て
お
り
、
前
出
の
議
論
に
も
若
干

の
影
響
を
与
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
骨
子
案
」は
知
的
財
産
の
保
護
に
つ
い
て
、

「
道
総
研
な
ど
と
連
携
し
、
保
護
に
努
め

る
規
定
を
設
け
て
は
ど
う
か
」と
書
か
れ

て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
道
民
の
不
安
の

声
が
強
い
、
Ｇ
Ｍ
関
連
企
業
へ
の
種
子
情

報
の
流
出
防
止
を
ど
う
進
め
る
の
か
、
よ

く
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
種
子
生
産

へ
の
参
入
を
促
進
す
る
旨
の
記
述
が
あ
り
、

道
は
ホ
ク
レ
ン
な
ど
を
念
頭
に
置
く
と
説

明
す
る
。
だ
が
、
大
手
企
業
の
参
入
に
つ

い
て
は
曖
昧
さ
が
残
り
、
審
議
会
で
も
疑

念
の
声
が
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、「
た
ね
の

会
」な
ど
が
求
め
る
、
在
来
種
の
保
護
や

自
家
採
種
な
ど
に
対
す
る
言
及
も
な
い
。

　

道
は
、
年
内
に
あ
と
２
回
、
審
議
会
の

生
産
部
会
で
意
見
交
換
を
進
め
る
と
し
て

い
る
が
、
十
分
に
議
論
が
尽
く
さ
れ
、
将

来
の
道
民
に
対
し
て
胸
を
張
れ
る
条
例
が

制
定
で
き
る
の
か
、
は
な
は
だ
心
許
な
い
。

　

一
方
、
道
議
会
の
論
議
も
本
格
化
し
て

き
た
。
最
大
会
派
の
自
民
党
・
道
民
会
議

は
７
月
、
条
例
問
題
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
。
次
頁
以
降
で
同
チ
ー
ム

の
喜
多
龍
一
座
長（
十
勝
選
挙
区
・
元
議

長
）の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
紹
介
す
る
。

　

先
月
号「
復
活
し
た『
黒
千
石
大
豆
』の

今
」に
つ
い
て
、
黒
千
石
事
業
協
同
組
合

か
ら
本
誌
に
対
し
、「
文
中
に
重
大
な
相

違
点
が
あ
る
」旨
の
文
書
が
寄
せ
ら
れ
た
。

黒
千
石
復
活
の
功
労
者
・
村
井
宣
夫
さ
ん

の
発
言
の
う
ち
、「
新
し
い
品
種
と
混
ぜ
、

黒
千
石
と
し
て
売
っ
て
い
る
そ
う
で
す
」

な
ど
の
記
述
が
相
違
点
と
い
う
。

　

そ
こ
で
８
月
28
日
、
北
竜
町
の
同
組
合

に
赴
き
、
高
田
幸
男
理
事
長
ら
の
言
い
分

を
聴
い
た
。
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
。

　

①
黒
千
石
は
現
在
、
全
道
12
地
区
で
栽

培
さ
れ
、
昨
年
は
53
戸
が
出
荷
し
た
。
一

部
を
除
き
、
従
来
の「
黒
千
石
」と
新
品
種

「
竜
系
３
号
」を
地
区
毎
に
分
け
て
栽
培
し

甜
菜（
６
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
弱
）や
バ
レ
イ

シ
ョ（
５
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り
）、ソ
バ（
２

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り
）な
ど
が
含
ま
れ
る
。

耕
種
作
物
面
積
に
占
め
る
３
品
目
の
割
合

は
、「
約
63
％
」と
書
か
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
耕
種
作
物
に
は
牧
草
や
青
刈

り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
い
っ
た
飼
料
作
物
も

含
ま
れ
、
１
１
１
品
種
が
道
の
優
良
品
種

に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
16
年
産
の
作
付
面

積
は
59
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り
、
３
品
目
の

２
倍
近
い
。
飼
料
作
物
を
含
め
る
と
、
３

品
目
の
比
率
は
26
％
台
ま
で
下
が
る
。

「
約
63
％
」を
強
調
す
べ
く
意
図
的
に
飼
料

作
物
を
除
外
し
た
の
な
ら
ば
、
デ
ー
タ
の

“
捏
造
”に
な
る
の
で
は
な
い
か
─
─
。
優

秀
だ
っ
た
道
職
員
の
資
質
が
劣
化
し
て
き

た
よ
う
で
、
情
け
な
い
気
持
ち
に
な
る
。

　

ま
た
、
道
が
主
要
農
作
物
と
位
置
づ
け

る
大
麦
よ
り
ソ
バ
、
大
豆
よ
り
甜
菜
や
バ

レ
イ
シ
ョ
、
野
菜
の
ほ
う
が
作
付
面
積
が

大
き
い
に
も
係
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
作
物

を
主
要
農
作
物
と
し
な
い
理
由
も
釈
然
と

し
な
い
。
法
的
根
拠
を
失
っ
た
主
要
農
作

物
に
拘
泥
す
る
あ
ま
り
、
生
産
現
場
の
実

態
を
蔑
ろ
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

北
海
道
に
は
現
在
、
道
が
認
定
し
た
農

作
物
の
優
良
品
種
は
、
主
要
農
作
物
、
主

要
畑
作
物（
小
豆
や
菜
豆
、
え
ん
豆
、
ソ

バ
の
４
品
目
）、
工
芸
作
物（
甜
菜
や
ハ
ッ

カ
、
菜
種
）、
野
菜（
玉
ね
ぎ
や
メ
ロ
ン
、

イ
チ
ゴ
な
ど
）、
果
樹
、
花
き
、
飼
料
作

物
あ
わ
せ
て
３
３
３
あ
る
。
う
ち
、
稲
・

麦
類
・
大
豆
の
３
品
目
は
、
全
体
の
15
％

に
あ
た
る
50
品
種
に
と
ど
ま
る
。

「
骨
子
案
」に
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く

知
事
の
付
属
機
関
と
し
て「
北
海
道
優
良

品
種
認
定
審
議
会
」を
新
設
し
、
主
要
農

作
物
の
認
定
・
廃
止
に
つ
い
て
調
査
審
議

す
る
─
─
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
審
議

会
の
対
象
に
な
る
作
物
は
、
す
べ
て
の
品

目
な
の
か
、
３
品
目
だ
け
な
の
か
、
は
っ

き
り
し
な
い
。
何
を
物
差
し
に
優
良
品
種

を
認
定
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
骨
子
案
」を
読
み
進
む
と
、
核
心
部
分
の

哲
学
が
乏
し
く
、
釈
然
と
し
な
い
思
い
が

広
が
る
ば
か
り
だ
。
固
定
観
念
を
捨
て
、

道
独
自
の
視
点
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
条
例
制
定
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
資

料
の
不
備
も
目
立
つ
。
道
は
８
月
20
日
か

ら
５
日
間
、
道
内
５
カ
所
で
種
子
関
係
者

ら
と
の
意
見
交
換
の
場
を
持
っ
た
が
、
審

議
会
に
記
録
は
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
。
事

務
方
は「
整
理
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
」と

弁
明
す
る
が
、
出
席
者
や
意
見
の
概
要
く

ら
い
は
公
表
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　

今
年
６
月
、
38
人
の
道
民
有
志
が
世
話

人
に
な
っ
て
設
立
し
た
、「
北
海
道
た
ね
の

会
」（
以
下
、「
た
ね
の
会
」と
略
）が
独
自
の

種
子
基
本
条
例
案
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
、

と
８
月
号
に
書
い
た
。
同
会
の
条
例
案
と

「
対
象
種
子
の
拡
大
」な
ど
を
求
め
る
要
望

書
は
８
月
７
日
、
道
農
政
部
や
大
谷
亨
道

議
会
議
長
、
道
議
会
の
各
会
派
に
提
出
さ

れ
て
い
る
。

　

同
会
が
作
成
し
た
条
例
案
の
基
本
的
な

考
え
方
は
、
次
の
９
項
目
に
集
約
で
き
る
。

①
多
様
な
種
子
を
公
的
機
関
と
関
係
機

関
・
団
体
が
開
発
、
生
産
し
、
安
価
で
広

く
農
家
に
普
及
す
る
体
制
を
維
持
・
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と

②
北
海
道
の
植
物
遺
伝
資
源
や
関
連
す
る

知
見
が
流
出
し
、
Ｇ
Ｍ
技
術
へ
の
応
用
な

ど
に
よ
り
多
国
籍
企
業
な
ど
に
独
占
的
に

使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る

③
対
象
種
子
の
う
ち
、
稲
・
麦
類
・
大
豆

は
、
国
や
道
の
責
任
が
引
き
続
き
果
た
さ

れ
る
よ
う
、
育
種
や
生
産
・
普
及
、
計
画

策
定
な
ど
の
諸
制
度
を
整
備
し
て
い
く

④
３
品
目
以
外
の
作
物
も
現
在
の
体
制
が

損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

⑤
引
き
続
き
優
良
品
種
を
認
定
し
、
普
及

を
奨
励
す
る
体
制
を
整
備
す
る

⑥「
札
幌
黄
」や「
黒
千
石
大
豆
」「
ル
ル

ロ
ッ
ソ
」な
ど
在
来
種
や
地
域
限
定
品
種

「耕種作物」には飼料作物や野菜が含まれるにも係わらず、図から除外して３品目の比率が高いように見せかけた配布資料。これはデータの
〝捏造〟ではないか

「
た
ね
の
会
」が
独
自
の
条
例
案

公
的
種
子
や
在
来
種
な
ど
強
調

道
議
会
の
条
例
論
議
も
活
発
化

将
来
の
世
代
に
誇
れ
る
選
択
を

「
黒
千
石
大
豆
」
の
記
事
に

　   

対
す
る
指
摘
に
つ
い
て

「竜系３号」の紙袋には「新黒千石」のシール
を貼り、品種名はスタンプで刻印
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が
、
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
き
た
い
。

　

─
─
道
に
は
、
ど
ん
な
注
文
を
？

　

喜
多　

そ
れ
も
、
こ
れ
か
ら
で
す
。
一

斉
委
員
会
や
定
例
会
の
代
表
格
質
問
も
あ

る
の
で
、
会
派
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え

方
、
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
に
じ
ま
せ
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
道
民

の
皆
さ
ん
に
も
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

─
─「
骨
子
案
に
消
費
者
目
線
が
何
も

載
っ
て
い
な
い
」と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
。

　

喜
多　
「
消
費
者
目
線
と
は
何
か
？
」も

頭
に
置
き
な
が
ら（
資
料
な
ど
を
）読
ん
で

み
ま
す
。
骨
子
案
を
は
じ
め
、
審
議
会
や

各
地
区
か
ら
出
て
き
た
ご
意
見
に
つ
い
て
、

細
大
漏
ら
さ
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
、
Ｐ
Ｔ
の
な

か
で
議
論
し
た
い
。

　

─
─
審
議
会
委
員
の
小
野
寺
俊
幸
・
北

海
道
Ｊ
Ａ
中
央
会
副
会
長
は
、「
輪
作
体
系

を
含
め
て
農
業
王
国
・
北
海
道
を
支
え
て

い
る
の
は
幅
広
い
穀
類
と
畑
作
物
。
３
品

目
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
条
例
の
網
を
し
っ
か

り
掛
け
る
よ
う
に
」と
強
調
し
て
い
た
。

　

喜
多　
（
農
協
の
）系
統
か
ら
の
意
見
は

頭
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
睨
み
な

が
ら
頭
の
体
操
は
し
て
い
ま
す
が
、
現
場

の
ご
意
見
や
消
費
者
目
線
な
ど
、
指
摘
さ

れ
た
部
分
を
よ
く
咀
嚼
し
な
い
と
責
任
を

持
っ
た
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

（
８
月
30
日
、
道
議
会
内
で
収
録
）

規
定
で
、
種
子
法
に
基
づ
く
ほ
場
の
審
査

や
優
良
品
種
の
認
定
、
生
産
者
へ
の
種
子

の
供
給
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
し
た
。
そ

こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
け
る
根
拠
条
例
に
し
よ
う
、

と
い
う
も
の
で
す
。「
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
」と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

種
子
は
大
事
で
あ
り
、
主
要
農
作
物

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
北
海
道
に
は
、

主
要
な
畑
作
物（
小
豆
、
菜
豆
、
え
ん
豆
、

ソ
バ
の
４
品
目
）も
あ
る
。
規
定
が
フ
ァ

ジ
ー
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
き
ち

ん
と
や
れ
る
条
例
に
し
た
い
。

　

─
─
チ
ー
ム
名
称
に「
競
争
力
強
化
」を

入
れ
た
狙
い
は
？

　

喜
多　

地
方
独
立
行
政
法
人
に
な
り
ま

し
た
が
、
北
海
道
は
中
央
農
試
を
は
じ
め
、

畜
産
や
畑
作
、
米
な
ど
の
分
野
で
関
係
機

関
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の
努
力
が

今
日
の
産
地
間
競
争
に
も
十
分
に
対
抗
し

う
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
米
の
品
種
改

良
で
は
、
初
期
の
段
階
は
耐
冷
性
で
す
ね
。

昭
和
50
年
、
中
川
一
郎
の
秘
書
時
代
に

我
々
が
上
川
に
行
っ
た
時
も
、「
塩
狩
峠
が

北
限
だ
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

─
─
子
ど
も
の
こ
ろ
、
わ
が
家
は
そ

の
北
限
の
地
で
田
ん
ぼ
を
作
っ
て
い
た
。

わ
た
し
は
当
時
、
田
植
え
や
稲
刈
り
を
し

た
世
代
で
す
か
ら（
笑
）。「
し
お
か
り
」と

い
う
稲
の
品
種
も
あ
り
ま
し
た
。

　

喜
多　

稲
作
の
北
限
で
品
種
改
良
を
し

て
、
冷
害
に
も
強
い
品
種
を
育
成
し
て
き

た
積
み
重
ね
の
先
に
、
日
本
に
冠
た
る
北

海
道
米
が
出
来
た
わ
け
で
す
。
ハ
ー
ベ
ス

タ
で
大
豆
を
刈
る
に
し
て
も
、
根
元
に
土

が
付
い
て
大
変
だ
っ
た
の
で
す
。
刈
り
取

り
や
す
く
す
る
品
種
改
良
も
や
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
も「
競
争
力
強
化
」に
結
実

し
て
き
て
い
る
の
で
は
。

　

─
─
大
面
積
で
の
技
術
開
発
や
品
種
改

良
も
大
事
で
す
が
、（
音
更
大
袖
の
よ
う

な
）在
来
種
や
地
域
限
定
品
種
で
あ
っ
て

も
、
消
費
者
が
求
め
れ
ば
力
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
も
競
争
力
強
化
の
一
つ
で
は
。

　

喜
多　

わ
た
し
は
そ
う
し
た
も
の
に
焦

点
を
当
て
て
き
た
の
で
す
。
作
付
面
積
が

少
な
い
け
れ
ど
、
地
域
で
生
産
さ
れ
て
き

た
小
ロ
ッ
ト
の
種
子
に
つ
い
て
も
、
欠
点

は
あ
っ
て
も
見
逃
さ
ず
に
や
っ
て
い
こ
う
、

と
。
種
子
の
管
理
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　

─
─
昨
日
の
道
農
業
・
農
村
振
興
審
議

会
の
部
会
に
は
条
例
の「
骨
子
案
」が
示
さ

れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
３
品
目
に
限

定
し
た
も
の
で
し
た
。
委
員
か
ら
も「
北

海
道
で
生
産
量
の
多
い
も
の
や
、
輪
作
体

系
を
組
ん
で
い
る
作
物
に
つ
い
て
も
条
例

の
網
を
掛
け
、
普
及
・
振
興
し
て
い
く
べ

き
」と
の
意
見
が
複
数
出
た
。

　

喜
多　

北
海
道
と
し
て
、
民
間
団
体
や

系
統
団
体
、
国
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
ど
う
す
べ
き
か
─
─
そ
の

こ
と
が
最
終
的
な
作
目
に
も
反
映
し
て
い

く
で
し
ょ
う
。
座
長
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
聞
く
な
か
で
、
農
政
部
と
も
連

携
し
な
が
ら
詰
め
て
い
き
た
い
。

　

─
─「
品
種
の
多
様
性
を
認
め
、
条
例

に
盛
り
込
ん
で
は
ど
う
か
」と
の
意
見
も

あ
っ
た
。
優
良
品
種
の
括
り
で
い
え
ば
バ

レ
イ
シ
ョ
や
ソ
バ
な
ど
道
が
品
種
開
発
に

関
わ
っ
て
き
た
作
物
が
あ
り
ま
す
。

　

喜
多　

そ
こ
は
当
然
、
視
野
に
入
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
す
る
か
は
こ
れ
か
ら
で
す

遺伝資源部で保管中の大豆の原原種。老朽化や温暖化
の影響で決して良好な保管条件ではないという

「
品
種
の
多
様
性
」も
視
野
に

関
係
団
体
や
道
民
意
見
を
咀
嚼

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」takikawa.essay.jp/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

　

─
─「
音
更
大
袖
」（
注
＝
地
元
農
家
が

選
抜
し
、
道
の
優
良
品
種
に
な
っ
た
大
粒

の
青
大
豆
。
十
勝
の
地
域
限
定
種
）の
重

要
性
も
強
調
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
ね
。

　

喜
多　

わ
た
し
の
地
元
の
十
勝
で
は
、

バ
レ
イ
シ
ョ
の
原
原
種
を
供
給
す
る
国
の

機
関（
種
苗
管
理
セ
ン
タ
ー
）の
ほ
場
管
理

の
下
、
十
勝
農
協
連
が
受
け
皿
に
な
り
、

原
種
や
採
種
の
生
産
を
し
っ
か
り
や
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、（
国
の
機
関
が
）独
立

行
政
法
人
化
さ
れ
て
か
ら
、汚
い
も
の（
種

イ
モ
）が
送
ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
例
え
ば
、
黒
あ
し
病
に
罹
患
し
た

1952 年、十勝管内広尾町生まれ。立正大学文学部卒業。代議士秘書を
経て、95 年の道議選挙で初当選。第 28 代道議会議長を歴任。当選６回。
現在、道議会の北海道地方路線問題調査特別委員長などを務める

も
の
か
ど
う
か
は
、（
農
家
が
）よ
く
見
な

い
と
分
か
ら
な
い
。（
観
察
の
た
め
）作
業

量
が
２
～
３
倍
に
な
っ
て
も
、
単
価
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
優
良
な
種
子
生
産
農
家
の

皆
さ
ん
が「
こ
れ
じ
ゃ
や
っ
て
い
け
な
い
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。

「
音
更
大
袖
」も
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
の
間
に

２
回
ほ
ど
足
踏
み
し
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
ロ
ッ
ト
が
小
さ
い
の
で
、
３
年
分
く

ら
い
ま
と
め
て
種
子
を
生
産
し
、（
滝
川
市

に
あ
る
中
央
農
試
遺
伝
資
源
部
に
）保
管

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
施
設
の
老
朽
化

と
温
暖
化
の
影
響
で
摂
氏
二
桁
で
保
管
す

る
時
期
も
あ
り
、「
こ
れ
が
冷
蔵
保
管
で

す
か
？
」み
た
い
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
豆
類
は
劣
化
が
早
い
の
で
す
。

　

─
─「
大
豆
は
収
穫
の
翌
年
に
播
け
」と

い
い
ま
す
ね
。

　

喜
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２
～
３
年
目
に
な
る
と
、
劣
化

し
て
し
ま
う
の
で
す
。「
発
芽
率
が
８
割
を

割
る
と
流
通
さ
せ
て
は
な
ら
ん
」と
い
う

規
定
も
あ
る
。
遺
伝
資
源
部
の
保
管
庫
の

改
造
・
改
築
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
農

協
や
産
地
で
出
来
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

既
存
の
施
設
を
活
用
し
、
有
効
な
手
だ
て

を
講
じ
ら
れ
な
い
か　

─
─
と
い
っ
た
話

を
、
わ
た
し
は
道
に
持
ち
込
ん
で
き
ま
し

た
。

　

─
─
４
月
に
遺
伝
資
源
部
を
見
学
し
ま

し
た
が
、
老
朽
化
の
問
題
や
火
災
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
の
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

道
民
は
、
遺
伝
資
源
部
の
存
在
を
よ
く
知

り
ま
せ
ん
が
、
条
例
制
定
と
も
関
係
す
る

大
事
な
施
設
だ
と
思
う
。

　

喜
多　

一
重
ド
ア
み
た
い
な
構
造
で
、

ど
う
熱
を
遮
断
す
る
の
か
と
い
う
リ
ス
ク

も
あ
る
。
遺
伝
資
源
を
分
散
す
る
に
当

た
っ
て
も
、
音
更
な
ど
に
立
派
な
保
管
場

所
が
あ
り
、
道
の
管
理
監
督
・
指
導
の
下

に
適
正
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
力
を
寄
せ

合
う
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
農

協
も
心
配
し
、「
俺
た
ち
も
金
を
出
し
て
役

割
を
果
た
す
か
ら
、
や
れ
な
い
か
」と
言

い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
も
議
論
・
検
討

し
、
や
っ
て
い
け
る
根
拠
条
例
に
し
た
い
。

　

─
─
自
民
党
の「
主
要
農
作
物
競
争
力

強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
Ｐ
Ｔ
）」は
、

い
つ
立
ち
上
げ
た
の
で
す
か
。
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第
２
回
定
例
会
最
終
日
の
７
月

６
日
、
議
員
総
会
に
お
い
て
発
足
し
、
８

人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
Ｊ
Ａ
中

央
会
の
飛
田
稔
章
会
長
ら
が
総
会
を
訪
れ
、

謝
意
と
連
携
を
表
明
し
た
時
で
す
ね
。

　

─
─
ど
う
い
う
主
旨
の
チ
ー
ム
で
す
か
。
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従
来
の
道
条
例
は
単
な
る
事
務

種
子
生
産
め
ぐ
り
現
場
の
悩
み

保
管
施
設
の
老
朽
化
も
課
題
に

種
子
を
め
ぐ
る「
根
拠
条
例
」で

多
角
的
に
競
争
力
強
化
を
図
る

「
根
拠
条
例
」の
制
定
で
競
争
力
ア
ッ
プ
を

道
議
会
自
民
党
の「
主
要
農
作
物
競
争
力
強
化
Ｐ
Ｔ
」

　
　

座
長　

喜
多 

龍
一
さ
ん


